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水道局における災害対応力強化の取組について 

 

水道局では、地震等の大規模災害に備えて、「横浜市災害時における自助及び共助の推進

に関する条例」を踏まえ、自助・共助・公助の視点から災害対応力の強化に取り組んでい

ます。 

 

１ 自助の促進（備蓄飲料水「横浜水缶」の製造・販売） 

水道局では、災害時の断水に備え、「１人１日３リットル、３日分で 

９リットル以上」の飲料水の備蓄を呼びかけています。平成 26 年６月 

に備蓄飲料水「横浜水缶」を 500ml・７年保存缶にリニューアルし、さ 

らなる備蓄促進の取組を進めています。 

 

(1) 備蓄促進キャンペーン 

   備蓄飲料水「横浜水缶」の特典付き販売（９～10 月）を行います。 

(2) ピンクリボンかながわとの連携 

  ピンクリボンかながわと協働して、10 月のピンクリボン月間に合わせて「大切な人

を守る」をキーワードに、飲料水備蓄と乳がんの早期発見・治療の大切さを呼びかけま

す。 

２ 共助の促進（応急給水拠点の認知度向上） 

   水道局では、発災時に飲料水を確保する施設として、災害用地下給水タンク、配水池、 

緊急給水栓などの応急給水拠点を半径 500m 圏内で整備し、これまで市民に対し、防災 

訓練や広報等でＰＲしてきました。しかし、26 年度に実施した「水道に関するお客さま 

意識調査」では、応急給水拠点の「具体的な場所を知っている」と回答した方は、14.2％ 

と非常に認知度が低い状況ですので、地域や区役所、関係局と連携して、認知度向上の 

ための取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 分かりやすい名称の設定 

   地域住民のみなさまに、災害時に飲料水を確保できる場所を分かりやすく伝えるた

め、応急給水拠点の名称を「災害時給水所」としました。今後は、パンフレットや災

害時給水マップなどの広報印刷物や、地域防災訓練、イベントなどを通じて広報して

いきます。 

水道・交通委員会資料

平成 27 年９月 15 日

水 道 局

横浜水缶500mL（左）、ピンクリボン缶（右）

資料－３ 
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(2) 標識デザインのリニューアル 

「災害時給水所」の名称に合わせて、標識デザインを 

リニューアルします。 

新デザインを様々な場面で活用することで、災害時給水所 

の認知度向上を図ります。 

(3) スケジュール 

デザイン案をもとに、平成 27 年度中に市民投票を行いデザインを決定し、平成 28

年度から標識を設置します。 

 

３ 共助・公助の促進（中村ウォータープラザ西側用地の活用） 

発災時に飲料水供給を行うためには、共助として、災害時給水所における地域住民に

よる応急給水活動を行うとともに、公助として、水道局職員による運搬給水や応急復旧

活動を迅速に実施する必要があります。 

このため、中村ウォータープラザ西側用地に①管路研修施設 ②給水ステーション 

③大口径備蓄材料等倉庫 を設置して、防災・減災拠点としての機能を強化します。 

 

(1) 計画の概要                                

所 在 地 ： 南区中村町４丁目 305 番地 

敷地面積 ： 西側用地全体 約 7,000 ㎡ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の標識 

庁舎現況 

②給水ステーション 

①管路研修施設 

防災啓発スペース

応援者受入拠点 

中村公園 

1,500 ㎡ 

450 ㎡ 
200 ㎡ 

中村ウォータープラザ ③ 

大口径備蓄 

材料等倉庫 

西側用地 

案内図 

新 南区総合庁舎 
平成 28 年２月移転予定 

平面図 
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(2) 各施設概要 

ア 管路研修施設                                      

現在、西谷浄水場にある管路研修施設の老朽化が進ん

でいるため、移設します。共助・公助に関する啓発・訓

練の拠点として、防災啓発スペースと一体活用し、地域

の皆様の研修にも利用可能な模擬地下給水タンク・研修

用緊急給水栓などを新たに加えた施設を再整備します。 

 

 

 

イ 給水ステーション                                     

地震災害時には、本市のみならず他都市応援隊や

自衛隊の給水車等が集結します。 

運搬給水の拠点として、給水車への効率的な給水

が必要となりますので、専用のアーム式給水栓を３

基設置します。 

 

 

 

ウ 大口径備蓄材料等倉庫                       

大口径管の修理材料は、現在、市内の浄水場や配水池に分散して保管していますが、

横浜中心部の迅速な復旧活動を可能とするため、備蓄倉庫を新たに設置します。 

市域中心４区に使用されている口径 400 ㎜から 1,000 ㎜までの修理材料等を集中し

て保管する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) スケジュール（予定）                                     

   平成 27 年度に設計を行い、平成 28 年度に工事に着手し、平成 29 年度に供用を 

開始する予定です。 

直 管 継 輪 漏水防止金具 

給水ステーション（イメージ） 

参考：主な備蓄材料 

緊急給水栓訓練 

アーム式給水栓 




















